
 
２０１２年１月３０日 

 

「第９回全日本小学校ホームページ大賞」（Ｊ-ＫＩＤＳ大賞２０１１） 

「Ｊ－ＫＩＤＳ大賞」、「文部科学大臣賞」、「総務大臣賞」、「経済産業大臣賞」決定 

        

Ｊ－ＫＩＤＳ大賞実行委員会               

                                       （事務局：株式会社損害保険ジャパン） 
 

 Ｊ－ＫＩＤＳ大賞実行委員会（実行委員長：村井 純 慶應義塾大学環境情報学部長）では、『ホーム 

ページの活性化を通じて、学校と保護者・地域とのより良い関係の構築に寄与するとともに、 

未来を担う小学生が、主体的・積極的にホームページを使いこなす環境の醸成とリテラシーの育成に 

貢献する』ことを理念として、優れた小学校ホームページを表彰する「第９回全日本小学校 

ホームページ大賞｣(Ｊ-ＫＩＤＳ大賞２０１１)を約４０の公的機関・企業・団体・大学などの協力を  

得て開催してまいりました。 

 選考対象校総数１９，５９８校の中から、９月に都道府県等代表校５２校を決定し、１２月に 

全国大会表彰校１０校（「ベスト８」８校、「デジタルイメージ賞」および「グローイングアップ賞」 

各１校）を選出しました。 

１月２８日（土）に全国大会表彰式を開催し、全国大会表彰校１０校の表彰をするとともに、 

この中から「Ｊ－ＫＩＤＳ大賞」、「文部科学大臣賞」、「総務大臣賞」および「経済産業大臣賞」各１校

を決定しましたので、以下のとおりお知らせします。 

 
 

１． 「Ｊ－ＫＩＤＳ大賞」、「文部科学大臣賞」、「総務大臣賞」、「経済産業大臣賞」 

受賞校および受賞理由 
 

 

＜Ｊ－ＫＩＤＳ大賞＞ 

『広島県 尾道市立土堂小学校』 http://www.onomichi.ed.jp/tsuchido-e/ 

コンテンツの質・量ともに年々充実し、総合的な完成度が高いホームページです。 

読み手に対して、きめ細かい心遣いを忘れていない点も大変素晴らしいです。またＦａｃｅｂｏｏｋ

やＴｗｉｔｔｅｒといったソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）を意欲的に取り入れ、

ホームページと連動させています。新しい試みへの敏速な対応を可能にしている、しっかりした 

小学校内の体制を高く評価しました。 

 
 
＜文部科学大臣賞＞ 

『静岡県 浜松市立大平台小学校』 http://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/ohiradai-e/ 

「児童と職員全員参加の運営体制によるホームページづくり」という姿勢が大変素晴らしいホーム  

ページです。 

特に児童によるブログが充実しており、子どもたちがホームページ作成を通して、日常生活を文字や

画像で残していくことを生活の一部として自然に身につけています。また、ホームページを学びの環境

として活用されていることも高く評価しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ＜総務大臣賞＞ 

『青森県 今別町立今別小学校』 http://imasho.seesaa.net/ 

シンプルな構成の中に緊急時情報等を含む多くの重要な情報が整理されている、わかりやすいホーム

ページです。 

広大な学区における有効な情報共有をホームページという形で解決しています。小学校だけでなく、

中学校や地域との連携強化に力をいれたコンテンツを発信していくことで、地域のつながりが 

深まっていく様子も見て取れます。同じ課題を抱える多くの学校にとってのお手本となるものと 

高く評価しました。 

 

 

＜経済産業大臣賞＞ 

『滋賀県 長浜市立高月小学校』 http://www.t-t-s.sakura.ne.jp/ 

キャッチフレーズの「やっぱり、学校は楽しくなくっちゃ！」にも表われているように、楽しい学校 

生活の様子が伝わってくるホームページです。 

児童によるブログからは、子どもたちの素直な感情が伝わってきます。また、ホームページで授業の 

成果を閲覧できたり、学んだ内容を復習できたりするなど充実しています。ホームページを通して、 

児童がＩＴに慣れ親しみながら楽しく学べる点を高く評価しました。 

 

２．全国大会表彰式の開催 
 ＜日時＞１月２８日（土）１４：００～１６：０５ 

 ＜場所＞損保ジャパン本社ビル４３階 

      住所：東京都新宿区西新宿１－２６－１ 

 

  全国大会表彰校受賞１０校の児童・先生方を招待し、選考委員、協賛会社･後援･協力団体関係者、   

社会人ボランティアなども含めて約１５０人が参加し、盛大に開催されました。 
 

３．お問い合わせ先 

    損害保険ジャパン（Ｊ－ＫＩＤＳ大賞実行委員会事務局）   info@j-kids.org 

＊ 報道関係以外の方からのお問い合わせは、メールのみに限定しております。 

 

以 上 
 
添付資料： 
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J-KIDS大賞サイト http://www.j-kids.org 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別紙１  

       これまでの選考の流れおよび参照ＵＲＬ 
 

１．これまでの選考の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．参照ＵＲＬ 

○ ｢J-KIDS大賞公式サイト」 

・トップページ 

http://www.j-kids.org/ 

・全国大会表彰校１０校の一覧とホームページリンク 

http://www.j-kids.org/progress/best10.html 

・｢都道府県等代表校｣５２校の一覧とホームページリンク 

http://www.j-kids.org/progress/selected52.html 

   ・｢都道府県等代表校｣５２校および「都道府県等優秀校」３８５校のホームページリンク 

    http://www.j-kids.org/progress/schoolmap.html 

 

  ○ 過去のニュースリリース等発表資料 

・６月２４日付けニュースリリース資料（Ｊ-ＫＩＤＳ大賞２０１１スタート） 

   http://www.sompo-japan.co.jp/news/20110624.html 

    ・９月２６日付けニュースリリース資料（都道府県等代表校の決定） 

     http://www.sompo-japan.co.jp/news/20110926_1.html 

    ・１１月１８日付け発表資料（都道府県等優秀校の決定） 

       http://www.sompo-japan.co.jp/topics/20111118.html 

・１２月９日付けニュースリリース資料（全国大会選考結果ベスト８等の発表） 

http://www.sompo-japan.co.jp/news/20111209.html 

 

※各大臣賞については、各省に相談のうえ選出 
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都道府県等代表校（最大５２校） 
各都道府県・特別支援学校・在外日本人

学校１位および特別推薦枠3校 

都道府県等優秀校（３８５校）
各都道府県等2位以下を最大9校

社会人ボランティア等1,000人が評定 
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選考委員が選考 

文部科学大臣賞 
１校 

経済産業大臣賞

１校 

J-KIDS大賞 
１校 

総務大臣賞

１校 

(１)都道府県代表校選考 

①一次評定：6月24日～8月3日 

選考対象校（19,598校）のホームページを 

選考ボランティア等(約1,000人)が閲覧し、評定基準に

従って実施しました。 

②二次評定および都道府県代表校の内定： 

8月4日～9月7日 

事務局においてボランティア等が行った選考の結果を

精査し、都道府県等代表校、都道府県等優秀校を内定 

しました。 

③都道府県等代表校（52校）の発表：9月26日 

④都道府県等優秀校（385校）の発表：11月18日 

  

(２)全国大会選考 

①全国大会選考スタート：10月3日 

②全国大会選考会開催：11月25日 

選考委員により全国大会表彰校10校を選出しました。 

④全国大会表彰校（10校）の発表：12月9日 

 

(３)最終選考 

①実行委員会による最終選考の実施 

②表彰式の開催ならびに最終選考結果(J-KIDS大賞、 

文部科学大臣賞、総務大臣賞、経済産業大臣賞)の発表 

(本リリース) 



別紙２ 

Ｊ-ＫＩＤＳ大賞２０１１運営体制 
 

１．主催 

J-KIDS 大賞実行委員会 

２．実行委員会 

（委員長） 村井 純  慶應義塾大学 環境情報学部長・教授 

（委員）   大川 恵子 慶應義塾大学大学院 メディアデザイン研究科教授 

小林 和真 倉敷芸術科学大学 産業科学技術学部 経営情報学科教授 

豊福 晋平 国際大学グローバル・コミュニケーション・センター准教授 

中島 洋  経済ジャーナリスト 

３．選考委員 

有吉 司   株式会社日立製作所 デザイン本部 本部長  

加治佐 俊一  マイクロソフト ディベロップメント株式会社 代表取締役社長  

木下 剛  シスコシステムズ合同会社 専務執行役員 

久世 和資 日本アイ・ビー・エム株式会社 執行役員 

角 秀洋  株式会社損害保険ジャパン 取締役常務執行役員  

前沢 孝夫 ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社 常務取締役 

松阪 喜幸 キヤノンマーケティングジャパン株式会社 執行役員 コミュニケーション本部 本部長 

４．後援 

文部科学省／総務省／経済産業省／NHK／ 

倉敷芸術科学大学／慶應義塾大学／ＷＩＤＥプロジェクト 

５．協賛  

株式会社インフォメーション・ディベロプメント／SCSK 株式会社／ 

NTT コミュニケーションズ株式会社／株式会社 NTT データ／ 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社／ 

シスコシステムズ合同会社／株式会社損害保険ジャパン／ 

日本アイ・ビー・エム株式会社／日本ヒューレット・パッカード株式会社／ 

日本マイクロソフト株式会社／パナソニック システムソリューションズ ジャパン株式会社／ 

株式会社日立システムズ／株式会社日立製作所／ 

丸紅情報システムズ株式会社／みずほ情報総研株式会社 

６．協力  

アドビ システムズ 株式会社／株式会社インターネット総合研究所／ 

NEC ソフト株式会社／キッズ goo(NTT レゾナント株式会社)／沖電気工業株式会社 

特定非営利活動法人 学校インターネット教育推進協会／ 

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター／株式会社スペースポート／ 

株式会社セールスフォース・ドットコム／西日本電信電話株式会社／ 

日本興亜損害保険株式会社／日本航空／日本電気株式会社／ 

東日本電信電話株式会社／富士通株式会社／株式会社ベルシステム２４／ 

社会人ボランティアの皆様 

７．事務局 

株式会社損害保険ジャパン 

 

 

※ 実行委員、選考委員、協賛、協力は五十音順で掲載しております。 

 

 

以上 


